
 

※通常 1万円相当のところ、モニターツアーにつき割安に 
なっています。（代金の一部を会津若松商工会議所が補助します。 
ただしアンケート調査等にご協力をいただきます） 

会津若松商工会議所「街道観光モニターツアー」 

 

 

  

 

 

 

平成 2５年 11月７日（木）         先 着３０名様 

              

  

 

 

 

 

※上記行程は、交通事情、天候その他事情により変更となる場合があります。 

※全行程バスによる移動となります。なお見学先は徒歩による移動が大半なので活動しやすい服装、靴でお願いします。 

※観光ポイントは裏面をご覧ください。 

街道観光～米沢と会津を結ぶみち 参加申込書（乗車希望場所に○をつけてください） 

代表者氏名 
フリガナ          年齢  性別 

             （  ）（男・女） 
住所 

〒 

連絡先 自宅：      携帯： 乗車希望 ①商工会議所②旧中合③バスターミナル 

同行者 
フリガナ                   年齢   性別 

                     （  ）（男・女） 
乗車希望 ①商工会議所②旧中合③バスターミナル 

同行者 
フリガナ                  年齢   性別 

                     （  ）（男・女） 
乗車希望 ①商工会議所②旧中合③バスターミナル 

【事業企画】会津若松商工会議所 

【旅行企画・実施】会津バス観光Ａ・Ｔ・Ｓ㈱ 電  話０２４２－２４－６６６６ 

     ファクス０２４２－２２－５０６０ 

日  程 行  程 ※見学場所ではボランティアガイド等による説明があります（バスガイド付） 食事 

 

11/７ 

（木） 

 

会津若松商工会議所（７：30発）＝塩川の町並み＝【会津山塩企業組合】（8：

50着）＝【三津谷の登り窯】＝【日中線記念館】＝米沢市【上杉神社】（12:00

着）＝【上杉伯爵亭（昼食）】＝【龍泉寺】（14:35 着）＝【㈱新田・米沢織の

見学】＝【上杉家廟所】（15：50着）＝会津縦貫北道路＝会津若松商工会議所

（18:00頃） 

 ※昼食は米沢名物・米沢牛を使ったメニューとなります。 

朝：× 

昼：○ 

夜：× 

５，０００円（おとな１名様） 

（最少催行人員２０名様） 

①会津若松商工会議所（午前７時３０分） 

②旧中合前     （午前７時４０分） ※時間厳守でお願いします※ 

③会津バスターミナル（午前７時５０分） 

旅行期日 

旅行代金 

募集人員 

出発場所 

10 月 11日（金）午前１０時より受付開始！ 

    
会津バス観光Ａ・Ｔ・Ｓ㈱ 
電話０２４２－２４－６６６６まで 

街道観光～米沢と会津を結ぶみち～ 

新島八重も歩いた米沢街道 



観光・見学ポイント 

米沢街道の沿線遺構を巡る『街道観光～米沢と会津を結ぶみち～』 

米沢街道は、参勤交代などで歴史に名を残す道ではありませんでしたが、伊達氏や上杉氏らが会津・米沢を一体

的に治めたため、古くから活発な往還がみられた街道です。会津藩の礎を築き、五街道を開削した藩祖・保科正之

公との関わりも深く、正之公が山形から会津へ移封される際に通った道です。また会津から米沢に移った上杉家の

お家断絶を救ったのも正之公であり、米沢・上杉家と会津は切っても切れない関係にあったのです。幕末期には大

河ドラマ「八重の桜」のヒロイン・新島八重をはじめ、吉田松陰、土方歳三らも米沢街道を歩いています。今回は

米沢街道からかつての幕藩体制の会津と米沢の関わりをしのばせる遺構、街道沿線に残る近代化産業遺産等を訪れ、

会津・米沢が南東北の発展に欠かせない存在だった歴史を学んでみましょう。 

なお米沢を含む南東北にはかつて古河・若松・米沢を結ぶ、野岩羽鉄道構想がありました。壮大な計画は時代の

流れで頓挫しましたが、米沢への道は会津縦貫北道路、大峠道路として今も残ります。街道を巡りかつての鉄路へ

の思いを乗せて米沢を目指します。皆様、ぜひご参加下さい。 

～主な見学先の紹介～ 

◎上杉神社 上杉謙信公を祀る神社で、米沢市のシンボルとして市民に愛されている。敷

地内の稽照殿には、直江兼続所用の「愛」の甲冑などの貴重な文化財が展示されています。

神社わきの上杉伯爵邸は１４代・上杉茂憲（もちのり）伯爵邸で、大正 8 年米沢大火で類焼

し焼失。大正 14年に、胴板葦き、総ヒノキの入母屋づくりの建物と、東京浜離宮に依って造

園された庭園が完成しました（※昼食会場となります） 

 

◎龍泉寺 戊辰戦役の際、落城寸前の若松城下より米沢藩の援軍を求めて会津藩士・堀粂之助

が赴きました。しかし既に降伏を決めていた米沢藩は応じず、藩への申し訳が立たないと堀は宿

で自刃しました。武士の生き様を貫いた堀が手厚く埋葬されています。 

 

 

◎近代化産業遺産  

・三津谷登り窯 明治２３年に築かれた登り窯です。当時の近代建築に不可欠の煉瓦を製造し、

磐越西線のトンネルや加納鉱山の坑道など様々な公共建築に使われました。現在でも市民の手

で遺構が守られています。 

・日中線記念館 昭和１３年に開通した日中線の終着駅を利用し、当時の面影を今に伝えています。

モダンな欧風建築はひときわ目を引き、郷愁を感じさせます。こちらも地元の方が保存に努めてい

ます。 

 

このほか、かつて会津藩に献上した山塩を復活させた製塩場、米沢伝統の米沢織の見学、保科公の上杉家の関わり

が分かる上杉家廟所など地域の産業、ゆかりの施設を見学します。 
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